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2022年11月1日

月号11組合員………………………33,202人
出資金高……… 1,652,354,400円
平均出資金額………………49,767円
機関紙手配り協力員数…… 1,889人
手配り配布数………………12,525部

（9月末日現在）
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新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、
受診の際には患者さま（付き添いの方も含め）の体温測定と問診
票記入をお願いしております。また、ご来院の際にはマスクの
着用にご協力ください。お手数をおかけいたしますが、ご理解と
ご協力をいただきますようお願いいたします。

2 0 2 2 年 11月

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管
禁 煙

曜　日
月

第２水・第４水
水
火

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00
予約制（午後）

（ふれあい診療所3階）

○診療／9：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00（水曜は　～11：30）
予約外／8：00～11：00（水曜は　～10：30）

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野 大学医師

○診療／14：00～（木曜日除く）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30
予約外／13：30～15：00（木曜日除く）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木 金

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循  環  器
不  整  脈

濵　　田 眞　　木 カ黒 谷

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 大 学

眞木高（第3）

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第1・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111へどうぞ。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

「せいきょう強化月間」が始まりました。
今年は「生協創立70周年企画」と銘打って、“多彩”で“楽しい”
支部企画が開催されています。感染対策を取りながら、
元気に楽しく「月間」に取り組みましょう！

※脳神経内科：2022年４月より新患の方の診察を再開いたしました。ただし、
新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。ご了承ください。

※眼科：医師の体制変更に伴い、2022年８月より診療日が火曜日と木曜日
のみとなります。ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田 角 田

大 野
数 森

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻
第4 越田・鈴木
　  山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

山 下

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

眞 木 高
山 下

松 本

大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

（第2）
（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西 角 田

越 田
山 下

鈴 木
（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

《診療予約専用電話》

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

受診時の
お願い

① まだ「組合員でない方」をご紹介ください。

② まだ「だんだん出資をされていない方」は
    ご協力ください。

松江保健生協創立70周年!

新しく「組合員に加入された方」と「だんだん出
資にご協力いただいた方」に70周年記念品を
進呈します！

＊だんだん出資は現金から口座振替の移行や増額も含む
＊期間は2022年9月～2023年3月末まで

☆もれなく右の70周年記念
グッズを進呈！！

キャン
ペーン

創立７０記念うちわトートバッグだんだん煎餅

組合員紹介

だんだん出資
＆＆

松江保健生協は今年創立70周年を迎えます。
「強い体」機関紙編集委員会では、記念企画としてみなさん
からの原稿を募集します。2023年1月号（新年号）より6回の
連載で掲載します。あなたの想い出などお寄せ下さい。

■文字数　500字まで
■〆切り　 2023年2月末日
■採用された方に図書カード（2,000円分）を進呈いたします。
■宛先　〒690-8552 松江市西津田8-8-10
　　　　松江保健生協「強い体」機関紙編集委員会

「生協とわたし」
創立70周年記念企画　原稿募集！

を

た
の
し
く

松江保健生協

創立

70周年

八幡大門支部の「げんきサロン」は今年９月に川上
勝美さんを招いた音楽祭を開催し“元気”に復活し
ました！このサロンが多くの人の出会いや喜びの
場となるようにしていきたいと思います。

９／２９　八幡大門支部　げんきサロン「川上さん音楽会」より
10／13　緑山支部「しまね花の郷 お出掛け交流会」より

10／7　意東支部 すいせん班　「糖尿病」学習会より

もっと気軽に集える場にしたい
緑山支部では出雲の「しまね花の郷」へお出かけしました！当日は
絶好の行楽日和、きれいな花と道の駅でのお買い物で「やっぱり
お出かけはいいわ」とみなさん大満足でした。

楽しかった！お出掛け交流会

意東支部のすいせん班では研修医の長谷川先生を招いて「糖
尿病」についての学習会を行いました。普段は聞けない事も
気軽に質問、先生も丁寧に説明され、みなさん納得の表情。
その後は楽しくおしゃべりし、楽しいひと時となりました。

ようこそ！先生

八幡大門支部

緑山支部

意東支部すいせん班

撮影時のみマスクを外して撮影をしています。撮影時のみマスクを外して撮影をしています。

生協強化月刊（10月～11月）



か
く
し
ゃ
く

「世界の平和への流れが大
きく広がりました。同級生
223人の魂が平和を守る鳩
になって世界へ羽ばたいて
ほしいのです。」と綴られて
います。

「同級生223人のつぐない
は、憲法９条を守り、核兵
器をなくして地球を平和の
花で埋め尽くすこと」と綴ら
れています。

2022年11月1日　No.5782022年11月1日　No.5783 月刊「 強 い 体 」 2022年11月1日　No.5782022年11月1日　No.578 月刊「 強 い 体 」 2

　
９
月
13
日
、
忌
部
公
民
館
で
朗

読
劇
「
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
第
一
高
等
女
学
校
１
年
生

さ
ぁ
ち
ゃ
ん
の
同
級
生
2
2
3
名

の
お
話
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
当
時
の
様
子
を
描
写
し
た
内

容
で
す
。
戦
時
色
深
ま
る
町
の
状

況
や
学
校
生
活
な
ど
が
、
ス
ラ
イ

ド
と
朗
読
と
で
克
明
に
描
か
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
原
爆
の
投
下
。

閃
光
と
直
後
の
突
風
せ
ん
こ
う
に

飛
ば
さ
れ
、
燃
え
さ
か
る
町
の
中

を
逃
げ
惑
う
人
々
。
悲
惨
な
光
景

で
す
。
迫
力
あ
る
演
技
に
、
13
歳

の
少
女
達
の
生
き
て
い
た
証
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
あ
か
し
朗
読
劇
の

後
、
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
こ
と
西
尾
幸
子

さ
ん
の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
西

尾
さ
ん
は
忌
部
小
学
校
を
始
め
市

内
の
多
く
の
学
校
で
体
験
を
語
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
も
と

て
も
90
歳
と
は
思
え
な
い
矍
鑠
ぶ

り
で
、
大
変
わ
か
り
や
す
く
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
忌
部
支
部
　
五
十
嵐
　
潤
）

　
８
月
21
日
、
雑
賀
支
部
ひ
ま
わ

り
班
主
催
で
「
平
和
・
夏
ま
つ
り
」

を
か
ん
べ
の
里
工
芸
館
２
階
交
流

ホ
ー
ル
で
行
い
、
約
１
２
５
名
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
広
島
の
高
校
生
が
描
い
た
原
爆

の
絵
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
は
じ
め
、

か
ん
べ
の
里
の
館
長
錦
織
さ
ん
の

紙
芝
居
「
て
ぶ
く
ろ
」（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
民
話
）、
リ
コ
ー
ダ
ー
＆
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
、
平
和
の
絵
本
、
こ
ど

も
縁
日
、
松
江
保
健
生
協
に
よ
る

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
み
な
さ
ん
が

楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
原
爆
の
絵
や
原
爆
写
真
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
の
方
が
熱
心
に
見
て
く
だ
さ

り
、
親
子
で
話
さ
れ
て
い
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
健

康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
地
域
担
当
の

大
森
さ
ん
が
、
血
圧
計
を
は
じ
め

体
組
成
チ
ェ
ッ
ク
、
足
指
力
や
骨

密
度
測
定
な
ど
、
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
機
会
が
少
な
い
中
、
受

け
ら
れ
た
方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
、
班
会
で
も
定
期

的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
、

ま
ず
は
自
分
の

体
を
知
る
こ
と

か
ら
、
健
康
の
た

め
に
で
き
る
こ
と

を
始
め
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
松
崎
　
朋
子
）

　
月
経
（
生
理
）
に
関
す
る
不
調

を
訴
え
る
女
性
は
多
く
、
思
春

期
か
ら
閉
経
期
の
女
性
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
す
。
月
経
前

や
月
経
中
の
体
の
不
調
に
は
、

病
気
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
正
常
な
月
経
に
つ
い

て
知
り
、
痛
み
が
強
く
て
つ
ら

か
っ
た
ら
、 月
経
痛
（
生
理
痛
）

は
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
少
し

で
も
異
常
か
も
？
と
感
じ
た
ら
、

早
め
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
て

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

月
経
痛
、月
経
前
月
経
中

の
不
調（
月
経
困
難
症
）

は
、当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
月
経
に
関
す
る
基
本
的
な
情

報
は
、
な
か
な
か
得
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
多
く

の
女
性
は
、
中
学
校
・
高
校
等
で

の
保
健
体
育
の
1
〜
2
回
の
授

業
の
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
初

潮
の
平
均
年
齢
は 

12
歳
、
閉
経

は
、50
歳
。
1
回
の
月
経
日
数
は
、

3
〜
7
日
（
平
均
5
日
）、
周
期

は
25
〜
38
日
。
女
性
は
38
年
間

も
月
経
と
お
つ
き
あ
い
す
る
わ

け
で
す
。
平
均
周
期
で
数
え
れ

ば
、一
生
で
、
4
5
0
回
〜

5
0
0
回
ぐ
ら
い
月
経
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
ら
か
の
不

調
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
20
代

で
80
％
以
上
、 30
代
で
70
％
以

上
も
い
ま
す
（
内
閣
府
調
査
）。

毎
月
の
不
調
は
女
性
の
生
活
の

質
を
大
き
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

繰
り
返
す
痛
み
に
よ
り
、
脳
の

変
化
が
起
こ
り
、
月
経
時
以
外

で
も
慢
性
的
に
痛
み
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
気
分
の
変
化

を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。
月
経
関

連
の
不
調
に
よ
り
、
学
業
や
仕

事
の
成
績
に
も
悪
影
響
が
出
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　 

痛
み
や
不
調
を
が
ま
ん
し
な

い
で
、
も
っ
と
自
分
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

　　
月
経
痛
（
腹
痛
、
腰
痛
等
）
が

強
く
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
も
の
。 子
宮
内
膜
症
や
子

宮
筋
腫
な
ど
の
病
気
が
原
因
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
月
経
開
始
３
〜
10
日
前
か
ら

始
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
不

快
症
状
で
、 月
経
が
始
ま
る
と

症
状
が
軽
快
、
消
失
し
ま
す
。 排

卵
後
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
状
態

に
対
し
て
、
体
が
大
き
く
反
応

す
る
た
め
に
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
症
状
の
悪
化
に

は
、
ス
ト
レ
ス
も
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
月
経
痛
は
体
か
ら
の
大
切
な

サ
イ
ン
で
す
。

　
ま
ず
は
、自
分
の
生
理
（
月
経
）

と
向
き
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
症
状
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク（
図
1
）

　
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

れ
は
子
宮
で
お
こ
る
病
気
で
は

な
く
、
子
宮
の
外
で
お
こ
る
病

気
で
す
。

　
子
宮
内
膜
症
と
は
、
骨
盤
内

や
卵
巣
な
ど
子
宮
以
外
の
場
所

で
子
宮
内
膜
の
よ
う
な
組
織
が

増
殖
す
る
病
気
で
す
。
増
殖
し

た
組
織
は
子
宮
内
膜
と
同
じ
よ

う
に
、
月
経
が
く
る
と
崩
れ
て

出
血
を
起
こ
し
ま
す
。
本
来
の

子
宮
内
膜
は
出
血
と
と
も
に
腟

を
通
っ
て
カ
ラ
ダ
の
外
へ
出
さ

れ
ま
す
が
、
子
宮
以
外
の
場
所

で
増
殖
し
て
し
ま
っ
た
組
織
に

は
出
口
が
な
い
た
め
、
お
腹
の
中

に
た
ま
っ
て
炎
症
を
起
こ
し
、
激

し
い
痛
み
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
20
代
〜
40
代
の
女
性
に
多
く
、

閉
経
す
る
と
症
状
は
ほ
ぼ
な
く

な
り
ま
す
。 症
状
は
、
強
い
月
経

痛
、
骨
盤
痛
、
性
交
痛
、
排
便
痛

等
。
不
妊
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
昔
、
女
性
は
早
く
結
婚
し
、
生

涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
も
多

か
っ
た
の
で
、一
生
の
月
経
回
数

は
50
回
程
度
で
し
た
。
し
か
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
結

婚
年
齢
が
高
く
な
り
、
出
産
回

数
も
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
月

経
回
数
の
増
加
が
子
宮
内
膜
症

の
増
加
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
現
代
の
女
性
は
子
ど
も
を
産

む
だ
け
で
な
く
、
男
性
と
同
等

に
学
業
や
職
業
な
ど
を
選
べ
る

時
代
で
す
。
男
性
に
は
月
経
困

難
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
面

に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
女
性
は
不

利
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。
月
経

困
難
症
を
う
ま
く
管
理
し
て
体

調
を
整
え
、
社
会
生
活
も
妊
娠
・

分
娩
も
実
現
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
思
春
期
の
月
経
痛
は
特
に
病

気
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
思
春
期
に
月
経
痛
が
強
い

女
性
は
、
後
に
子
宮
内
膜
症
と

診
断
さ
れ
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
初
期
の
子
宮
内
膜
症
は

診
断
し
に
く
い
の
で
、
重
症
化
し

て
か
ら
診
断
さ
れ
、
治
療
が
遅

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
調
査
に
よ
る
と
、
月
経
に
関

す
る
異
常
症
状
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
月
経

前
症
候
群
）
が
あ
る
場
合
で
も

「
何
も
し
て
い
な
い
」
人
が
最
も

多
い
で
す
。
婦
人
科
の
受
診
に

抵
抗
が
あ
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 し
か
し
、
月
経
の
痛

み
や
、
不
調
を
緩
和
で
き
る
薬

の
服
用
の
相
談
、
子
宮
や
卵
巣

の
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に

も
、
早
め
の
婦
人
科
・
産
婦
人
科

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
鎮

痛
剤
の
み
で
な
く
、
低
用
量
ホ

ル
モ
ン
剤
（
ピ
ル
）、
黄
体
ホ
ル

モ
ン
剤
の
服
用
や
、
漢
方
治
療

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、 医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
出
か
け
行

事
が
出
来
ず
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、
野
外
活
動
な
ら
良
い
だ
ろ
う

と
「
お
う
ち
で
や
さ
い
作
り
」
大

根
編
と
称
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た

ら
、
40
人
の
方
々
よ
り
申
し
込
み

が
あ
り
、
比
津
集
会
所
の
広
場
を

借
り
集
ま
り
ま
し
た
。
材
料
の
準

備
と
講
師
は
安
藤
農
園
さ
ん
に
お

願
い
し
、
大
根
を
袋
で
育
て
る
方

法
を
教
わ
り
ま
し
た
。
帰
っ
て
か

ら
種
ま
き
し
、芽
が
出
、間
引
き
し
、

立
派
な
大
根
が
で
き
ま
す
よ
う
に

と
楽
し
み
で
す
。
新
し
い
仲
間
が

10
人
増
え
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
組
合
員
さ
ん
同
士
「
久

し
振
り
」「
元
気
だ
っ
た
？
」
と
声

を
掛
け
合
い
、
交
流
の
場
と
な
り

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

（
支
部
長
　
小
竹
原
惠
美
子
）

　
八
束
支
部
は
９
月
14
日
「
桑
野

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」－

松
江
保
健

生
協
創
立
70
周
年
企
画－

と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
第
七
波

が
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
中
で
し

た
が
感
染
対
策
を
し
て
21
名
が
参

加
。
至
極
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
桑
野
尚
文
・
美
和
さ
ん
お
二
人

共
、
国
立
音
楽
大
学
を
卒
業
。
現

在
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
で
演
奏

活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
。

前
半
は
、
曲
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
で

導
か
れ
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
聴
き

参
加
者
か
ら
は

口
々
に
感
動
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
楽
し
い
企

画
で
生
協
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い

仲
間
を
ふ
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
八
束
支
部橘　

幸
子
）

入
り
ま
し
た
。
後
半
は
生
演
奏
で

「
赤
と
ん
ぼ
」
等
、
全
員
合
唱
。

せいきょうサポートセンター

☎（0852）67- 6463まで
せいきょうサポートセンター

☎（0852）67- 6463まで

（図1）

元気に い
き
い
き

支部や 班で

活動しています！
雑賀支部
ひまわり班

8/21

忌部支部

9/13

朗
読
劇

「
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
賞
し
ま
し
た

平
和
・
夏
ま
つ
り
で

　
　
　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
　

八束支部

9/14

桑
野
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た

戸
田
　
稔
子

松
江
生
協
病
院
　
女
性
診
療
科

月
経
困
難
症

月
経
困
難
症

の

話

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

病
気

に
つ
い
て

と
　
だ
　
　
　
　
と
し
　
こ

げ
っ
　
　
け
い
　
　
こ
ん
　
　
な
ん
　
し
ょ
う

子
宮
内
膜
症

月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）

月
経
困
難
症

左のセルフチェックで当てはまる項目があった人は、子宮内
膜症の可能性があります。痛みを我慢しないで、早めに
女性診療科を受診しましょう。
また、全く自覚症状がないケースもありますので、症状がな
くても、1年に1回は婦人科検診を受けるようにしましょう。

月
経
に
伴
う
疾
患

法吉支部

9/28

お
う
ち
で
や
さ
い
作
り

野
菜
は
元
気
の
源（
大
根
編
）　

楽しみがふえた1日になりました

女性診療科又は健診センターへの
予約は「強い体」8ページを
ご覧ください。

祈りをこめたタペストリー



か
く
し
ゃ
く

「世界の平和への流れが大
きく広がりました。同級生
223人の魂が平和を守る鳩
になって世界へ羽ばたいて
ほしいのです。」と綴られて
います。

「同級生223人のつぐない
は、憲法９条を守り、核兵
器をなくして地球を平和の
花で埋め尽くすこと」と綴ら
れています。

2022年11月1日　No.5782022年11月1日　No.5783 月刊「 強 い 体 」 2022年11月1日　No.5782022年11月1日　No.578 月刊「 強 い 体 」 2

　
９
月
13
日
、
忌
部
公
民
館
で
朗

読
劇
「
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
第
一
高
等
女
学
校
１
年
生

さ
ぁ
ち
ゃ
ん
の
同
級
生
2
2
3
名

の
お
話
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
当
時
の
様
子
を
描
写
し
た
内

容
で
す
。
戦
時
色
深
ま
る
町
の
状

況
や
学
校
生
活
な
ど
が
、
ス
ラ
イ

ド
と
朗
読
と
で
克
明
に
描
か
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
原
爆
の
投
下
。

閃
光
と
直
後
の
突
風
せ
ん
こ
う
に

飛
ば
さ
れ
、
燃
え
さ
か
る
町
の
中

を
逃
げ
惑
う
人
々
。
悲
惨
な
光
景

で
す
。
迫
力
あ
る
演
技
に
、
13
歳

の
少
女
達
の
生
き
て
い
た
証
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
あ
か
し
朗
読
劇
の

後
、
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
こ
と
西
尾
幸
子

さ
ん
の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
西

尾
さ
ん
は
忌
部
小
学
校
を
始
め
市

内
の
多
く
の
学
校
で
体
験
を
語
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
も
と

て
も
90
歳
と
は
思
え
な
い
矍
鑠
ぶ

り
で
、
大
変
わ
か
り
や
す
く
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
忌
部
支
部
　
五
十
嵐
　
潤
）

　
８
月
21
日
、
雑
賀
支
部
ひ
ま
わ

り
班
主
催
で
「
平
和
・
夏
ま
つ
り
」

を
か
ん
べ
の
里
工
芸
館
２
階
交
流

ホ
ー
ル
で
行
い
、
約
１
２
５
名
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
広
島
の
高
校
生
が
描
い
た
原
爆

の
絵
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
は
じ
め
、

か
ん
べ
の
里
の
館
長
錦
織
さ
ん
の

紙
芝
居
「
て
ぶ
く
ろ
」（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
民
話
）、
リ
コ
ー
ダ
ー
＆
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
、
平
和
の
絵
本
、
こ
ど

も
縁
日
、
松
江
保
健
生
協
に
よ
る

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
み
な
さ
ん
が

楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
原
爆
の
絵
や
原
爆
写
真
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
の
方
が
熱
心
に
見
て
く
だ
さ

り
、
親
子
で
話
さ
れ
て
い
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
健

康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
地
域
担
当
の

大
森
さ
ん
が
、
血
圧
計
を
は
じ
め

体
組
成
チ
ェ
ッ
ク
、
足
指
力
や
骨

密
度
測
定
な
ど
、
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
機
会
が
少
な
い
中
、
受

け
ら
れ
た
方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
、
班
会
で
も
定
期

的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
、

ま
ず
は
自
分
の

体
を
知
る
こ
と

か
ら
、
健
康
の
た

め
に
で
き
る
こ
と

を
始
め
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
松
崎
　
朋
子
）

　
月
経
（
生
理
）
に
関
す
る
不
調

を
訴
え
る
女
性
は
多
く
、
思
春

期
か
ら
閉
経
期
の
女
性
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
す
。
月
経
前

や
月
経
中
の
体
の
不
調
に
は
、

病
気
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
正
常
な
月
経
に
つ
い

て
知
り
、
痛
み
が
強
く
て
つ
ら

か
っ
た
ら
、 月
経
痛
（
生
理
痛
）

は
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
少
し

で
も
異
常
か
も
？
と
感
じ
た
ら
、

早
め
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
て

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

月
経
痛
、月
経
前
月
経
中

の
不
調（
月
経
困
難
症
）

は
、当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
月
経
に
関
す
る
基
本
的
な
情

報
は
、
な
か
な
か
得
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
多
く

の
女
性
は
、
中
学
校
・
高
校
等
で

の
保
健
体
育
の
1
〜
2
回
の
授

業
の
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
初

潮
の
平
均
年
齢
は 

12
歳
、
閉
経

は
、50
歳
。
1
回
の
月
経
日
数
は
、

3
〜
7
日
（
平
均
5
日
）、
周
期

は
25
〜
38
日
。
女
性
は
38
年
間

も
月
経
と
お
つ
き
あ
い
す
る
わ

け
で
す
。
平
均
周
期
で
数
え
れ

ば
、一
生
で
、
4
5
0
回
〜

5
0
0
回
ぐ
ら
い
月
経
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
ら
か
の
不

調
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
20
代

で
80
％
以
上
、 30
代
で
70
％
以

上
も
い
ま
す
（
内
閣
府
調
査
）。

毎
月
の
不
調
は
女
性
の
生
活
の

質
を
大
き
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

繰
り
返
す
痛
み
に
よ
り
、
脳
の

変
化
が
起
こ
り
、
月
経
時
以
外

で
も
慢
性
的
に
痛
み
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
気
分
の
変
化

を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。
月
経
関

連
の
不
調
に
よ
り
、
学
業
や
仕

事
の
成
績
に
も
悪
影
響
が
出
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　 

痛
み
や
不
調
を
が
ま
ん
し
な

い
で
、
も
っ
と
自
分
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

　　
月
経
痛
（
腹
痛
、
腰
痛
等
）
が

強
く
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
も
の
。 子
宮
内
膜
症
や
子

宮
筋
腫
な
ど
の
病
気
が
原
因
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
月
経
開
始
３
〜
10
日
前
か
ら

始
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
不

快
症
状
で
、 月
経
が
始
ま
る
と

症
状
が
軽
快
、
消
失
し
ま
す
。 排

卵
後
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
状
態

に
対
し
て
、
体
が
大
き
く
反
応

す
る
た
め
に
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
症
状
の
悪
化
に

は
、
ス
ト
レ
ス
も
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
月
経
痛
は
体
か
ら
の
大
切
な

サ
イ
ン
で
す
。

　
ま
ず
は
、自
分
の
生
理
（
月
経
）

と
向
き
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
症
状
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク（
図
1
）

　
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

れ
は
子
宮
で
お
こ
る
病
気
で
は

な
く
、
子
宮
の
外
で
お
こ
る
病

気
で
す
。

　
子
宮
内
膜
症
と
は
、
骨
盤
内

や
卵
巣
な
ど
子
宮
以
外
の
場
所

で
子
宮
内
膜
の
よ
う
な
組
織
が

増
殖
す
る
病
気
で
す
。
増
殖
し

た
組
織
は
子
宮
内
膜
と
同
じ
よ

う
に
、
月
経
が
く
る
と
崩
れ
て

出
血
を
起
こ
し
ま
す
。
本
来
の

子
宮
内
膜
は
出
血
と
と
も
に
腟

を
通
っ
て
カ
ラ
ダ
の
外
へ
出
さ

れ
ま
す
が
、
子
宮
以
外
の
場
所

で
増
殖
し
て
し
ま
っ
た
組
織
に

は
出
口
が
な
い
た
め
、
お
腹
の
中

に
た
ま
っ
て
炎
症
を
起
こ
し
、
激

し
い
痛
み
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
20
代
〜
40
代
の
女
性
に
多
く
、

閉
経
す
る
と
症
状
は
ほ
ぼ
な
く

な
り
ま
す
。 症
状
は
、
強
い
月
経

痛
、
骨
盤
痛
、
性
交
痛
、
排
便
痛

等
。
不
妊
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
昔
、
女
性
は
早
く
結
婚
し
、
生

涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
も
多

か
っ
た
の
で
、一
生
の
月
経
回
数

は
50
回
程
度
で
し
た
。
し
か
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
結

婚
年
齢
が
高
く
な
り
、
出
産
回

数
も
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
月

経
回
数
の
増
加
が
子
宮
内
膜
症

の
増
加
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
現
代
の
女
性
は
子
ど
も
を
産

む
だ
け
で
な
く
、
男
性
と
同
等

に
学
業
や
職
業
な
ど
を
選
べ
る

時
代
で
す
。
男
性
に
は
月
経
困

難
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
面

に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
女
性
は
不

利
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。
月
経

困
難
症
を
う
ま
く
管
理
し
て
体

調
を
整
え
、
社
会
生
活
も
妊
娠
・

分
娩
も
実
現
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
思
春
期
の
月
経
痛
は
特
に
病

気
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
思
春
期
に
月
経
痛
が
強
い

女
性
は
、
後
に
子
宮
内
膜
症
と

診
断
さ
れ
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
初
期
の
子
宮
内
膜
症
は

診
断
し
に
く
い
の
で
、
重
症
化
し

て
か
ら
診
断
さ
れ
、
治
療
が
遅

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
調
査
に
よ
る
と
、
月
経
に
関

す
る
異
常
症
状
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
月
経

前
症
候
群
）
が
あ
る
場
合
で
も

「
何
も
し
て
い
な
い
」
人
が
最
も

多
い
で
す
。
婦
人
科
の
受
診
に

抵
抗
が
あ
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 し
か
し
、
月
経
の
痛

み
や
、
不
調
を
緩
和
で
き
る
薬

の
服
用
の
相
談
、
子
宮
や
卵
巣

の
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に

も
、
早
め
の
婦
人
科
・
産
婦
人
科

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
鎮

痛
剤
の
み
で
な
く
、
低
用
量
ホ

ル
モ
ン
剤
（
ピ
ル
）、
黄
体
ホ
ル

モ
ン
剤
の
服
用
や
、
漢
方
治
療

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、 医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
出
か
け
行

事
が
出
来
ず
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、
野
外
活
動
な
ら
良
い
だ
ろ
う

と
「
お
う
ち
で
や
さ
い
作
り
」
大

根
編
と
称
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た

ら
、
40
人
の
方
々
よ
り
申
し
込
み

が
あ
り
、
比
津
集
会
所
の
広
場
を

借
り
集
ま
り
ま
し
た
。
材
料
の
準

備
と
講
師
は
安
藤
農
園
さ
ん
に
お

願
い
し
、
大
根
を
袋
で
育
て
る
方

法
を
教
わ
り
ま
し
た
。
帰
っ
て
か

ら
種
ま
き
し
、芽
が
出
、間
引
き
し
、

立
派
な
大
根
が
で
き
ま
す
よ
う
に

と
楽
し
み
で
す
。
新
し
い
仲
間
が

10
人
増
え
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
組
合
員
さ
ん
同
士
「
久

し
振
り
」「
元
気
だ
っ
た
？
」
と
声

を
掛
け
合
い
、
交
流
の
場
と
な
り

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

（
支
部
長
　
小
竹
原
惠
美
子
）

　
八
束
支
部
は
９
月
14
日
「
桑
野

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」－

松
江
保
健

生
協
創
立
70
周
年
企
画－

と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
第
七
波

が
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
中
で
し

た
が
感
染
対
策
を
し
て
21
名
が
参

加
。
至
極
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
桑
野
尚
文
・
美
和
さ
ん
お
二
人

共
、
国
立
音
楽
大
学
を
卒
業
。
現

在
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
で
演
奏

活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
。

前
半
は
、
曲
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
で

導
か
れ
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
聴
き

参
加
者
か
ら
は

口
々
に
感
動
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
楽
し
い
企

画
で
生
協
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い

仲
間
を
ふ
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
八
束
支
部橘　

幸
子
）

入
り
ま
し
た
。
後
半
は
生
演
奏
で

「
赤
と
ん
ぼ
」
等
、
全
員
合
唱
。

せいきょうサポートセンター

☎（0852）67- 6463まで
せいきょうサポートセンター

☎（0852）67- 6463まで

（図1）

元気に い
き
い
き

支部や 班で

活動しています！
雑賀支部
ひまわり班

8/21

忌部支部

9/13

朗
読
劇

「
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
賞
し
ま
し
た

平
和
・
夏
ま
つ
り
で

　
　
　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
　

八束支部

9/14

桑
野
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た

戸
田
　
稔
子

松
江
生
協
病
院
　
女
性
診
療
科

月
経
困
難
症

月
経
困
難
症

の

話

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

病
気

に
つ
い
て

と
　
だ
　
　
　
　
と
し
　
こ

げ
っ
　
　
け
い
　
　
こ
ん
　
　
な
ん
　
し
ょ
う

子
宮
内
膜
症

月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）

月
経
困
難
症

左のセルフチェックで当てはまる項目があった人は、子宮内
膜症の可能性があります。痛みを我慢しないで、早めに
女性診療科を受診しましょう。
また、全く自覚症状がないケースもありますので、症状がな
くても、1年に1回は婦人科検診を受けるようにしましょう。

月
経
に
伴
う
疾
患

法吉支部

9/28

お
う
ち
で
や
さ
い
作
り

野
菜
は
元
気
の
源（
大
根
編
）　

楽しみがふえた1日になりました

女性診療科又は健診センターへの
予約は「強い体」8ページを
ご覧ください。

祈りをこめたタペストリー
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９
月
８
日
、
県
連
の
卒
１
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で

あ
れ
ば
宿
泊
研
修
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
・

今
年
と
宿
泊
は
中
止
と
な
り
、

松
江
・
斐
川
・
出
雲
そ
れ
ぞ
れ

５
院
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

い
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
全

体
で
26
名
の
研
修
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
民
医
連
看
護
・
介
護
」

に
つ
い
て
松
江
生
協
病
院
の
杉

谷
彩
夏
師
長
さ
ん
に
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
出

雲
市
民
病
院
の
中
村
咲
友
理
看

護
師
さ
ん
に「
先
輩
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
講
義
の
感
想
や
入

職
し
て
か
ら
の
想
い
な
ど
を
交

流
し
ま
し
た
。

　
研
修
生
か
ら
は
「
患
者
さ
ん

と
向
き
合
う
姿
勢
の
大
切
さ
を

改
め
て
考
え
た
」「
共
感
す
る
こ

と
が
沢
山
あ
り
勇
気
づ
け
ら
れ

た
」「
自
分
も
少
し
ず
つ
成
長
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
同
期
と
交
流
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多

く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
研
修
が

中
止
や
延
期
に
な
る
中
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
久
し
ぶ
り
に
同
期
と

思
い
を
交
流
し
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　（
近
藤
）

　
９
月
21
日
、
虹
で
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
満
年
齢

で
喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
と

1
0
0
歳
以
上
の
長
寿
の
方
を

対
象
に
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
26
名
の
方
が
対
象
で

し
た
。

　
益
永
施
設
長
よ
り
表
彰
状
を

贈
ら
れ
て
か
ら
は
、
家
族
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
り
、
戦
前

戦
後
の
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り

と
入
所
階
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
お
祝
い
の
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
息
子
、
孫
、
ひ
孫
か
ら
の
寄

せ
書
き
を
も
ら
っ
た
白
寿
の
利

用
者
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
こ
ん
な

に
し
て
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
何

度
も
お
礼
を
言
い
な
が
ら
色
紙

を
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
祝
い
す
る
側
の
利
用
者
さ

ん
も
拍
手
し
た
り
ほ
ほ
え
み
な

が
ら
会
を
見
た
り
と
、
敬
老
会

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
来

年
も
楽
し
い
会
を
開
催
し
た
い

で
す
。

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
担
当石橋

麗
子
）

だ
よ
り

事
業
所

介護医療院
虹

9/12

9/8

入
所
階
で
敬
老
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

八束支部
加納琴子さん
「色紙絵」（上）　「書」（下）

安来第一支部
周藤紀恵さん
「クレイジーキルトの手作りバッグ」

緑山支部　松本都子さん「リバーシブルキャップ」

松江生協
病院

島
根
県
民
医
連

　
　
卒
後
１
年
目
研
修

虫
の
声
　
秋
の
夜
な
が
の
　
子
守
う
た

も
え
上
る
　
仁
王
門
や
　
も
み
じ
寺

し
い
の
実
や
　
笑
い
こ
ろ
げ
て
　
寺
の
池

杉
多
　
琴
与
さ
ん

12月10日（土） 13：30～15：30日時

松江市市民活動センター（スティックビル）
5階「交流ホール」（松江市白潟本町）

◎詳しくは「強い体」12月号でお知らせいたします。

場所

第一部：講演「私の戦争体験」
　　　　  講師：佐々木幹法さん（安来市安来町）
第二部：朗読劇「さぁちゃんと ヒロシマ」

内容

まちづくり委員会　（0852）27-3774お問い合わせ先

2022年度
「第34回戦争体験を語り継ぐ集い」
2022年度

「第34回戦争体験を語り継ぐ集い」
参加費無料

県外転居・ご本人様の死去の場合は、出資金返金または名義変
更手続きが必要です。下記へご連絡ください。

移転やご家族の異動が
あった時には、お知らせ下さい。

地域担当課（0852）27-3774
本部経理課（0852）22-0723

生協では、12月から３月までの４か月間を
キャンペーン期間とし、費用の助成も行って
普及を進めています。昨年、チェックされた
方も、初めての方も、ぜひ大腸がんチェック
をしてみてください。

「強い体」12月号に詳細を掲載します。

12月～3月12月～3月 はじまります!はじまります!

お問い合わせ 地域担当課　（0852）27-3774

チェックキャンペーンチェックキャンペーン大腸がん大腸がん

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
々

へ
笑
顔
と
明
る
さ
を
わ
け
与

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

若
い
頃
は
や
っ
た
歌
だ
よ
〜

な
つ
か
し
い
わ
ー

長
生
き
の
ひ
け
つ
は
、

腹
の
立
つ
こ
と
が
あ
っ

て
も
よ
く
笑
う
こ
と

で
す
。

おたがいさま支えあい基金
募金のお願い

おたがいさま支えあい基金
募金のお願い

「無料低額診療事業」や「おたがいさま支えあい基金」を支える募金に
ご協力をお願い致します。

生協の各事業所におたがいさ
ま支えあい基金の募金箱が
設置されています。また、地域
の支部企画でも募金箱を設
置していることがあります。

ソフトバンクが運営するつながる募金サイトから募金がで
きます。ソフトバンク利用の方は毎月の利用料と一緒に支
払われます。ソフトバンク以外の方はクレジットカードから
のお支払いになります。

毎月または希望月に銀行・郵便
口座から引き落としができま
す。専用の申込み用紙があり、
銀行・郵便口座の口座番号、
届出印が必要です。

募金箱

スマートフォンで
読み取って
下さい。

TEL 0852-22-0723　FAX 0852-24-1589お問い
合わせ先

高齢者住宅（ふらここ なないろ）

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

10月1日現在の空き部屋数

介護医療院　虹　高橋泰介
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

2室

ふらここ
住宅

8室

なないろ
住宅

お米募集!お米募集!
フードバンクしまねでは、お米（玄米）の寄付をお願いしています。
古米でも冷蔵庫で保存されていたものならOKです。キロ数は問いません。
みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

〈ご連絡先〉地域つながりセンター
松江市西津田３-５-16 JAしまね津田支店 ２階

TEL：0852-67-7350　FAX：0852-67-7351
ホームページ：http://foodbankshimane.com

①日時:12月13日（火）、14日（水）、15日（木） いずれも10時～13時です。
　会場:大輪こどもハウス（松江市大輪町）
②日時:12月19日（月） 18時～

会場:いきいきプラザ島根体育館（松江市東津田町）
③日時:12月20日（火） 18時～

会場:いきいきプラザ島根体育館（松江市東津田町）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

フードバンクしまねではパッキング作業と事前に準備するボランティアさんを
募集しています。下記までご連絡下さい

11/  2（水） 菅田学園 菅田会館 10：00～11：00　
日　時 支　部 会　場 時　間 内　容

血圧、体脂肪、筋肉量

11/  3（木） 安来第一、第二 グリーンセンターはしま 10：00～11：00　 血圧測定、インナースキャン、足指力

わたしのまちの青空健康チェックのご案内わたしのまちの青空健康チェックのご案内（11月実施予定）（11月実施予定）

※コロナウイルス（県内）感染拡大状況によっては、サロンを中止する場合があります。
ご不明な点は、地域担当課（0852）27-3774までお問合せ下さい。

※コロナ感染予防のため、マスクの着用をお願いします。

サロン11月の開催予定のご案内サロン11月の開催予定のご案内
11/  2（水） にっこりサロン にっこり文庫 10：30～14：00 コーヒー・お菓子

日　時 支　部 会　場 時　間 内　容

11/  8（火） ななかまどサロン（忌部） 忌部公民館 10：00～12：00　「バイロン北野マジックショー」

11/ 10（木） 石橋健康サロン（城北） 石橋4区町内会館 10：00～11：30 出雲かんべの里より語りべさん
〝とんと昔のお話し会〟

11/ 14（月） はっぴぃサロン（古志原支部） 松ヶ丘会館 10：00～11：00 お家で寄せ植え

11/ 28（月） クローバーサロン（矢田青葉台） 矢田公民館 10：00～11：30 「寄せ植え」

松江生協病院では

スマートフォンサイト
「救急外来のご案内」へは、
こちらのQRコードから
お入り下さい。

▲

24時間救急対応をしております。24時間救急対応をしております。

松江生協病院では
紹介状なしで受診された場合に別途かかる自費料金（初
診時選定療養費）及び個室などに入院された場合に別途
かかる自費料金（差額ベッド代）はいただいておりません。

初診時選定療養費 差額ベッド代
いただいていませんいただいていません

〈実施施設〉
松江生協病院・ふれあい診療所・
松江生協歯科クリニック

〈ご相談窓口〉
松江生協病院受付・ふれあい診療所受付
連絡先 病院代表 0852（23）1111
松江生協歯科クリニック 連絡先 0852（26）0444

無料・低額診療事業とは、さまざまな経済的なご事情
により、必要な医療を受ける機会が制限されることの
ないように「無料又は低額な費用」で受診いただくた
めの、「社会福祉法」で定められた制度です。医療費の
お支払いでご心配な方はお気軽にご相談ください。

無料・低額診療事業の
ご案内

無料・低額診療事業の
ご案内
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９
月
８
日
、
県
連
の
卒
１
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で

あ
れ
ば
宿
泊
研
修
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
・

今
年
と
宿
泊
は
中
止
と
な
り
、

松
江
・
斐
川
・
出
雲
そ
れ
ぞ
れ

５
院
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

い
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
全

体
で
26
名
の
研
修
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
民
医
連
看
護
・
介
護
」

に
つ
い
て
松
江
生
協
病
院
の
杉

谷
彩
夏
師
長
さ
ん
に
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
出

雲
市
民
病
院
の
中
村
咲
友
理
看

護
師
さ
ん
に「
先
輩
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
講
義
の
感
想
や
入

職
し
て
か
ら
の
想
い
な
ど
を
交

流
し
ま
し
た
。

　
研
修
生
か
ら
は
「
患
者
さ
ん

と
向
き
合
う
姿
勢
の
大
切
さ
を

改
め
て
考
え
た
」「
共
感
す
る
こ

と
が
沢
山
あ
り
勇
気
づ
け
ら
れ

た
」「
自
分
も
少
し
ず
つ
成
長
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
同
期
と
交
流
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多

く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
研
修
が

中
止
や
延
期
に
な
る
中
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
久
し
ぶ
り
に
同
期
と

思
い
を
交
流
し
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　（
近
藤
）

　
９
月
21
日
、
虹
で
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
満
年
齢

で
喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
と

1
0
0
歳
以
上
の
長
寿
の
方
を

対
象
に
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
26
名
の
方
が
対
象
で

し
た
。

　
益
永
施
設
長
よ
り
表
彰
状
を

贈
ら
れ
て
か
ら
は
、
家
族
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
り
、
戦
前

戦
後
の
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り

と
入
所
階
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
お
祝
い
の
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
息
子
、
孫
、
ひ
孫
か
ら
の
寄

せ
書
き
を
も
ら
っ
た
白
寿
の
利

用
者
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
こ
ん
な

に
し
て
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
何

度
も
お
礼
を
言
い
な
が
ら
色
紙

を
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
祝
い
す
る
側
の
利
用
者
さ

ん
も
拍
手
し
た
り
ほ
ほ
え
み
な

が
ら
会
を
見
た
り
と
、
敬
老
会

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
来

年
も
楽
し
い
会
を
開
催
し
た
い

で
す
。

（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
担
当石橋

麗
子
）

だ
よ
り

事
業
所

介護医療院
虹

9/12

9/8

入
所
階
で
敬
老
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

八束支部
加納琴子さん
「色紙絵」（上）　「書」（下）

安来第一支部
周藤紀恵さん
「クレイジーキルトの手作りバッグ」

緑山支部　松本都子さん「リバーシブルキャップ」

松江生協
病院

島
根
県
民
医
連

　
　
卒
後
１
年
目
研
修

虫
の
声
　
秋
の
夜
な
が
の
　
子
守
う
た

も
え
上
る
　
仁
王
門
や
　
も
み
じ
寺

し
い
の
実
や
　
笑
い
こ
ろ
げ
て
　
寺
の
池

杉
多
　
琴
与
さ
ん

12月10日（土） 13：30～15：30日時

松江市市民活動センター（スティックビル）
5階「交流ホール」（松江市白潟本町）

◎詳しくは「強い体」12月号でお知らせいたします。

場所

第一部：講演「私の戦争体験」
　　　　  講師：佐々木幹法さん（安来市安来町）
第二部：朗読劇「さぁちゃんと ヒロシマ」

内容

まちづくり委員会　（0852）27-3774お問い合わせ先

2022年度
「第34回戦争体験を語り継ぐ集い」
2022年度

「第34回戦争体験を語り継ぐ集い」
参加費無料

県外転居・ご本人様の死去の場合は、出資金返金または名義変
更手続きが必要です。下記へご連絡ください。

移転やご家族の異動が
あった時には、お知らせ下さい。

地域担当課（0852）27-3774
本部経理課（0852）22-0723

生協では、12月から３月までの４か月間を
キャンペーン期間とし、費用の助成も行って
普及を進めています。昨年、チェックされた
方も、初めての方も、ぜひ大腸がんチェック
をしてみてください。

「強い体」12月号に詳細を掲載します。

12月～3月12月～3月 はじまります!はじまります!

お問い合わせ 地域担当課　（0852）27-3774

チェックキャンペーンチェックキャンペーン大腸がん大腸がん

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
々

へ
笑
顔
と
明
る
さ
を
わ
け
与

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

若
い
頃
は
や
っ
た
歌
だ
よ
〜

な
つ
か
し
い
わ
ー

長
生
き
の
ひ
け
つ
は
、

腹
の
立
つ
こ
と
が
あ
っ

て
も
よ
く
笑
う
こ
と

で
す
。

おたがいさま支えあい基金
募金のお願い

おたがいさま支えあい基金
募金のお願い

「無料低額診療事業」や「おたがいさま支えあい基金」を支える募金に
ご協力をお願い致します。

生協の各事業所におたがいさ
ま支えあい基金の募金箱が
設置されています。また、地域
の支部企画でも募金箱を設
置していることがあります。

ソフトバンクが運営するつながる募金サイトから募金がで
きます。ソフトバンク利用の方は毎月の利用料と一緒に支
払われます。ソフトバンク以外の方はクレジットカードから
のお支払いになります。

毎月または希望月に銀行・郵便
口座から引き落としができま
す。専用の申込み用紙があり、
銀行・郵便口座の口座番号、
届出印が必要です。

募金箱

スマートフォンで
読み取って
下さい。

TEL 0852-22-0723　FAX 0852-24-1589お問い
合わせ先

高齢者住宅（ふらここ なないろ）

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

10月1日現在の空き部屋数

介護医療院　虹　高橋泰介
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

2室

ふらここ
住宅

8室

なないろ
住宅

お米募集!お米募集!
フードバンクしまねでは、お米（玄米）の寄付をお願いしています。
古米でも冷蔵庫で保存されていたものならOKです。キロ数は問いません。
みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

〈ご連絡先〉地域つながりセンター
松江市西津田３-５-16 JAしまね津田支店 ２階

TEL：0852-67-7350　FAX：0852-67-7351
ホームページ：http://foodbankshimane.com

①日時:12月13日（火）、14日（水）、15日（木） いずれも10時～13時です。
　会場:大輪こどもハウス（松江市大輪町）
②日時:12月19日（月） 18時～

会場:いきいきプラザ島根体育館（松江市東津田町）
③日時:12月20日（火） 18時～

会場:いきいきプラザ島根体育館（松江市東津田町）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

フードバンクしまねではパッキング作業と事前に準備するボランティアさんを
募集しています。下記までご連絡下さい

11/  2（水） 菅田学園 菅田会館 10：00～11：00　
日　時 支　部 会　場 時　間 内　容

血圧、体脂肪、筋肉量

11/  3（木） 安来第一、第二 グリーンセンターはしま 10：00～11：00　 血圧測定、インナースキャン、足指力

わたしのまちの青空健康チェックのご案内わたしのまちの青空健康チェックのご案内（11月実施予定）（11月実施予定）

※コロナウイルス（県内）感染拡大状況によっては、サロンを中止する場合があります。
ご不明な点は、地域担当課（0852）27-3774までお問合せ下さい。

※コロナ感染予防のため、マスクの着用をお願いします。

サロン11月の開催予定のご案内サロン11月の開催予定のご案内
11/  2（水） にっこりサロン にっこり文庫 10：30～14：00 コーヒー・お菓子

日　時 支　部 会　場 時　間 内　容

11/  8（火） ななかまどサロン（忌部） 忌部公民館 10：00～12：00　「バイロン北野マジックショー」

11/ 10（木） 石橋健康サロン（城北） 石橋4区町内会館 10：00～11：30 出雲かんべの里より語りべさん
〝とんと昔のお話し会〟

11/ 14（月） はっぴぃサロン（古志原支部） 松ヶ丘会館 10：00～11：00 お家で寄せ植え

11/ 28（月） クローバーサロン（矢田青葉台） 矢田公民館 10：00～11：30 「寄せ植え」

松江生協病院では

スマートフォンサイト
「救急外来のご案内」へは、
こちらのQRコードから
お入り下さい。

▲

24時間救急対応をしております。24時間救急対応をしております。

松江生協病院では
紹介状なしで受診された場合に別途かかる自費料金（初
診時選定療養費）及び個室などに入院された場合に別途
かかる自費料金（差額ベッド代）はいただいておりません。

初診時選定療養費 差額ベッド代
いただいていませんいただいていません

〈実施施設〉
松江生協病院・ふれあい診療所・
松江生協歯科クリニック

〈ご相談窓口〉
松江生協病院受付・ふれあい診療所受付
連絡先 病院代表 0852（23）1111
松江生協歯科クリニック 連絡先 0852（26）0444

無料・低額診療事業とは、さまざまな経済的なご事情
により、必要な医療を受ける機会が制限されることの
ないように「無料又は低額な費用」で受診いただくた
めの、「社会福祉法」で定められた制度です。医療費の
お支払いでご心配な方はお気軽にご相談ください。

無料・低額診療事業の
ご案内

無料・低額診療事業の
ご案内
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清
掃
に
参
加大

西
美
喜
子
さ
ん

　　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
行

う
海
や
浜
辺
の
清
掃
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
調
べ
て

み
ま
し
た

Ｌ
ｅ
ｅ
さ
ん

　　〝
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を

掲
げ
、
人
類
が
安
定
し
て
こ
の

世
界
で
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
〞
と
の

事
で
し
た
。
難
し
い
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
自
分
に
出
来
る

こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

「
節
電
、
節
水
、
マ
イ
バ
ッ
グ
、

マ
イ
ボ
ト
ル
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
」、
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね
で

す
が
、結
局
自
身
の
家
計
に
と
っ

て
も
、
優
し
い
生
活
と
い
う
こ

と
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

小
さ
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

マ
ー
チ
ャ
ン
さ
ん

　　
消
し
忘
れ
の
蛍
光
灯
を
見
つ

け
る
と
「
1
円
も
う
け
！
こ
れ

が
地
球
を
救
う
」
と
言
っ
て
楽

し
く
消
し
ま
す
。

移
動
を
意
識
し
て
い
ま
す

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

　　
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
で

移
動
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
一

人
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
少
な
く
す
る
た
め
、

あ
ま
り
車
を
使
わ
ず
、
バ
ス
や

自
転
車
で
の
移
動
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
健
康
に
も

良
い
で
す
し
ね
。

一
仕
事
一
片
付
け
の
お
す
す
め

森
澤
蓉
子
さ
ん

　　
こ
れ
は
若
い
頃
先
輩
か
ら
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
台
所
で

調
理
中
に
、
例
え
ば
フ
ラ
イ
パ

ン
で
調
理
し
出
来
上
っ
た
も
の

を
器
に
移
し
、
そ
の
手
で
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
洗
え
ば
、

ま
だ
フ
ラ
イ
パ
ン
が
熱
い
の
で

洗
剤
を
つ
け
な
く
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
す
。
鍋
、
そ
の
他
の

器
具
で
も
同
じ
で
す
。
い
つ
も

流
し
は
す
っ
き
り
、
食
後
の
片

付
け
も
早
く
終
り
ま
す
。
た
め

し
て
み
て
下
さ
い
。

ぼ
か
し
　
　
ル
ン
ル
ン
さ
ん

　
台
所
で
で
る
生
ゴ
ミ
を
土
に

か
え
す
こ
と
30
年
程
に
な
り
ま

す
。「
ぼ
か
し
」
な
ど
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
野
菜
や
花
づ
く

り
に
生
か
し
美
味
し
い
野
菜
、

き
れ
い
な
花
々
を
楽
し
ん
で
、

心
豊
か
な
日
々
!!

流
浪
の
月

　
　
　
　
凪
良
ゆ
う

森
山
捷
恵
さ
ん

　　
両
親
が
い
な
く
な
っ
た
9
才

の
少
女
更
紗
は
伯
母
に
引
き
取

ら
れ
る
。
伯
母
の
家
族
と
の
関

係
が
深
刻
に
悪
化
す
る
。
公
園

で
更
紗
が
暗
く
な
る
ま
で
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
い
る
所
に
一
人
暮

ら
し
の
大
学
生
文
が
「
家
に
来

る
？
」
と
誘
わ
れ
て
つ
い
て
行

く
。
文
は
女
性
に
ま
っ
た
く
関

心
の
な
い
男
だ
っ
た
。

　
更
紗
は
文
の
と
な
り
に
自
分

の
居
場
所
を
み
つ
け
ま
し
た
。

世
間
で
は
誘
拐
の
報
道
が
始
ま

り
、
や
が
て
文
は
逮
捕
。

　
15
年
の
時
を
経
て
再
会
し
た

更
紗
と
文
の
物
語
で
す
。

　
読
ん
で
い
く
う
ち
に
切
な
く

て
二
度
読
み
し
、
映
画
も
み
ま

し
た
。

や
め
る
と
き
も
、

す
こ
や
か
な
る
と
き
も

引
野
律
子
さ
ん

　　
窪
美
澄
（
く
ぼ
み
す
み
）
さ

ん
と
い
う
作
家
が
い
ま
す
。
7

月
に
直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
彼
女
の
作
品
に
「
や
め
る
と

き
も
、
す
こ
や
か
な
る
と
き
も
」

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
化
さ
れ

ま
し
た
か
ら
ご
存
じ
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。

　
彼
女
は
こ
の
作
品
の
主
人
公

が
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
町
を
、

松
江
に
設
定
し
、2
回
に
わ
た
っ

て
取
材
の
た
め
に
来
松
し
て
い

ま
す
。

　
文
中
で
、
そ
れ
ま
で
暮
ら
し

た
大
阪
と
比
べ
て
窪
さ
ん
は
松

江
の
印
象
を
「
戦
前
か
ら
激
し

く
変
わ
っ
て
い
な
い
」「
昔
の
日

本
の
面
影
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
た
」「
時
計
の
針
の
進
み
さ
え

も
ゆ
っ
く
り
な
の
で
は
な
い
か
」

「
町
の
雰
囲
気
に
な
じ
む
と

日
々
の
生
活
に
ど
こ
か
ホ
ッ
と

し
て
い
る
自
分
が
い
た
」
な
ど

と
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
是
非
一
読
を
薦
め

ま
す
。

頑
張
り
ま
す

西
谷
幸
子
さ
ん

　　
私
は
八
十
八
才
の
高
齢
者
で

す
。

　
人
生
元
気
で
長
生
き
を
目
標

に
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
病
気
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
で
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
中
止
と
な
り
困
っ

て
い
ま
す
。

　
で
も
私
は
以
前
か
ら
公
民
館

行
事
の
年
に
一
度
の
七
夕
祭
り

の
笹
飾
り
作
り
に
年
中
か
け
て

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
商
店
の
レ
ジ
袋
が
有
料

化
に
な
り
材
料
不
足
で
困
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
区
の
方
々
の

暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
沢
山
の

材
料
を
い
た
だ
き
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
頑

張
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
コ

田
中
国
枝
さ
ん

　
毎
月
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
83
才
に
な
り
物
事

を
ふ
っ
と
忘
れ
、
字
も
思
い
出

せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ク
イ
ズ
の
問
題
で
〝
大
き
な

公
園
の
中
心
な
ど
に
良
く
あ
り

ま
す
〞
の
答
を
〝
ブ
ラ
ン
コ
〞
と

書
い
て
、
何
か
合
わ
な
い
な
ぁ

と
考
え
ま
し
た
。
あ
と
で
フ
ン
ス

イ
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
お
か

し
い
で
す
よ
ね
。
ア
ー
面
白
い
。

ど
れ
も
大
切
必
要
な
こ
と
ば
か
り

日
々
草
　
才
さ
ん

　　
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
う
17
回

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
ネ
。

今
年
も
元
気
で
娘
と
声
掛
け
あ

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。
ど
れ
も
大
切
、

必
要
な
こ
と
ば
か
り
と
思
い
な

が
ら
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
幼

児
の
ご
と
、
シ
ー
ル
は
り
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
ま
し
た

か
な
づ
ち
婆
さ
ん

　　
9
月
号
の
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば

に
「
夏
の
想
い
出
」
の
題
で
、
コ

リ
さ
ん
の
投
稿
を
読
み
ま
し
た
。

　
父
は
ス
テ
テ
コ
、
母
と
私
は

シ
ュ
ミ
ー
ズ
姿
で
海
水
浴
と
あ

り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
私
達
が
子

ど
も
の
頃
の
親
の
水
着
は
こ
う

で
し
た
。
思
い
出
し
て
ク
ス
ッ

と
笑
い
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

〔
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
の
活
用
〕

ゴ
ー
ヤ
と
ち
り
め
ん

の
お
か
か
和
え若

槻
周
子
さ
ん

　　
材
料
と
分
量
を
全
く
同
じ
に

し
て
作
っ
て
み
た
ら
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
ゴ
ー
ヤ
も
あ
ち

こ
ち
か
ら
い
た
だ
い
て
、
今
ま

で
同
じ
料
理
ば
か
り
だ
っ
た
の

が
違
っ
た
の
が
出
来
て
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
!!

元
が
と
れ
ま
し
た

伊
藤
好
子
さ
ん

　　
今
年
、
娘
と
1
株
だ
け
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
た
ナ
ス
が
大
き

く
育
ち
ま
し
た
。
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
、
ナ
ス
も
た
く
さ
ん

で
き
て
い
ま
す
。
元
が
と
れ
ま

し
た
。

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

岸
本
孝
二
郎
さ
ん

　　
コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
収
ま
っ
て

き
た
の
で
も
う
少
し
ガ
ン
バ
ロ

ウ
！健

康
管
理

狩
野
宮
子
さ
ん

　　
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り

ま
し
た
ね
。
健
康
管
理
に
日
々

気
を
つ
け
た
い
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す
。

●
9
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
シ
ン
コ
キ
ユ
ウ
」 

　図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

219名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

青
木
キ
ミ
子
さ
ん

吾
郷

　純
子
さ
ん

安
達

　
　巌
さ
ん

安
部

　寛
子
さ
ん

石
橋

　昌
彦
さ
ん

浴
賀

　
　一
さ
ん

大
本

　公
良
さ
ん

岡
本

　福
重
さ
ん

勝
部

　千
佳
さ
ん

門
脇
あ
や
子
さ
ん

岸
本

　悦
子
さ
ん

木
村

　雄
一
さ
ん

黒
川

　敦
子
さ
ん

黒
川

　朋
紀
さ
ん

小
池

　宏
子
さ
ん

後
藤

　友
良
さ
ん

小
林

　一
男
さ
ん

小
林
千
佳
子
さ
ん

古
門

　直
枝
さ
ん

坂
本

　真
弓
さ
ん

佐
藤

　倍
子
さ
ん

実
重

　美
樹
さ
ん

鈴
木

　益
彦
さ
ん

高
橋

　保
夫
さ
ん

武
田

　友
美
さ
ん

田
中

　修
子
さ
ん

多
根

　暁
子
さ
ん

恒
藤
恵
美
子
さ
ん

長
岡
キ
ヨ
子
さ
ん

中
西

　
　護
さ
ん

橋
津
雄
一
郎
さ
ん

花
本

　和
男
さ
ん

福
島

　京
子
さ
ん

堀
内

　靖
久
さ
ん

堀
尾

　裕
美
さ
ん

松
浦

　保
彦
さ
ん

山
根

　幸
子
さ
ん

山
根

　昌
芳
さ
ん

山
本

　千
夏
さ
ん

吉
井

　清
子
さ
ん

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

1
　
○
○
○
○
感
激
雨
あ
ら
れ

2
　
２
０
２
７
年
に
開
業
で
き
る
か
？

　
　
○
○
○
中
央
新
幹
線

3
　
ま
ん
じ
ゅ
う
や
ぎ
ょ
う
ざ
の

　
　
詰
め
物

4
　
こ
と
わ
ざ
。
長
所
は
○
○
○
○

5
　
飾
り
け
の
な
い
○
○
○
な

　
　
人
柄
が
好
か
れ
る
理
由
で
す

7
　
地
面
が
振
動
し
て
音
が
す
る
こ
と

9
　
絵
画
や
彫
刻
な
ど


　
引
っ
越
し
の
古
風
な
表
現


　
に
お
い
が
な
い
こ
と
で
す


　
草
木
も
眠
る
○
○
○
○
時


　
濃
く
な
い
墨
の
色


　
親
○
○
○
と
子
○
○
○
が

　
　
同
居
す
る
二
○
○
○
住
宅


　
○
○
○
に
用
心
し
て
戸
締
り

　
　
を
厳
重
に


　
上
司
に
○
○
を
す
る
人

1
　「
金
糸
雀
」
と
書
く
小
鳥

4
　
Ｃ
Ｏ
２
の
Ｃ
と
は
？

6
　
β‒

カ
ロ
テ
ン
を
豊
富
に
含
む

　
　
緑
黄
色
野
菜

8
　
厳
し
く
容
赦
の
な
い
こ
と


　
北
斗
七
星
と
い
え
ば
、
こ
の
形


　
火
事
場
に
集
ま
る
○
○
馬


　
健
康
で
す
。○
○
○
○
息
災


　
学
問
も
見
識
も
あ
る

　
　
○
○
○
○
者
の
意
見
を
聞
く


　
そ
の
道
に
詳
し
い
人


　
飲
酒
の
量
を
減
ら
し
ま
す


　「
冬
の
稲
妻
」「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

　
　
が
ヒ
ッ
ト
曲


　
○
○
○
○
も
で
き
な
い
大
混
雑


　
ゆ
が
ん
で
い
ま
す


　
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

　
　
の
こ
と
で
す

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【9月号の解答】
シンコキユウ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2022年12月31日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、1月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

自
由
投
稿

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

おたより＆
　　作品募集

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
1
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

❸「
生
協
と
わ
た
し
」で

す
。　

ど
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
1
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

❸「
生
協
と
わ
た
し
」で

す
。　

ど
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

佐々木敏栄さん
のイラスト

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
②

　
　
　
　
　「
私
の
お
薦
め
の
一
冊
」で
す
。 

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
①

「
私
の
S
D
G
s
」で
す
。 

お名前には
フリガナを

つけて下さい

塩分（1人分） 1.4ｇ

トマト
春まき

オカラサラダ

❶のこり野菜を細かく切り、めんつゆの
入っただし汁で煮る。

❷オカラを皿に広げ、レンジ（500wで1～
2分）にかける。

❸粗熱のとれた①と②をボウルに入れ、
マヨネーズで和える。

作り方・ポイント
作り方・ポイント 塩分（1人分） 1.8ｇ

すこしおレシピすこしおレシピ2021年度 の紹介の紹介
材料（4人分）

・春まきの皮……………………10枚
・トマト（中）………………………5ヶ
・チーズ…………………………10ヶ
・オクラ…………………………200ｇ

・米酢……………………大さじ3
・水…………………………50ml
・めんつゆ（ストレート）……大さじ2

材料（4人分）

・のこり野菜 （人参、小松菜、玉ねぎ等）…100ｇ
・ドライコーン………………………………１缶
・オカラ……………………………………50ｇ
・マヨネーズ……………………………大さじ3
・めんつゆ（ストレート）………………大さじ1
・シーチキン…………………………………1缶A

★ 3才になる孫に食べさせたく
思い、トロッとしたオクラソー
スを思いつきました。 
減塩にもなるし、ポン酢など
をつけなくても味がしっかり
あるので、好評でした。 

★ 子供たちが好きなコーンを
　入れると彩りも良いですよ。 

❶春まきの皮は冷蔵庫から室温に戻しておく。
❷オクラソースを作る。❸Aの材料をあわせておく。
❹オクラはヘタをとり、湯がいておく。5mm程度の小口切り

にする。Aは水気がなくなるまでオクラを煮て冷ましておく。
❺トマトは薄いくし形、チーズは3等分にする。
❻春まきの皮にチーズ、トマト、オクラソースをのせて、溶かし小麦粉（分量外）でとめる。
❼180℃の油で、色がつくまで揚げる。

組合員さんが考案された

86
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清
掃
に
参
加大

西
美
喜
子
さ
ん

　　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
行

う
海
や
浜
辺
の
清
掃
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
調
べ
て

み
ま
し
た

Ｌ
ｅ
ｅ
さ
ん

　　〝
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を

掲
げ
、
人
類
が
安
定
し
て
こ
の

世
界
で
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
〞
と
の

事
で
し
た
。
難
し
い
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
自
分
に
出
来
る

こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

「
節
電
、
節
水
、
マ
イ
バ
ッ
グ
、

マ
イ
ボ
ト
ル
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
」、
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね
で

す
が
、結
局
自
身
の
家
計
に
と
っ

て
も
、
優
し
い
生
活
と
い
う
こ

と
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

小
さ
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

マ
ー
チ
ャ
ン
さ
ん

　　
消
し
忘
れ
の
蛍
光
灯
を
見
つ

け
る
と
「
1
円
も
う
け
！
こ
れ

が
地
球
を
救
う
」
と
言
っ
て
楽

し
く
消
し
ま
す
。

移
動
を
意
識
し
て
い
ま
す

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

　　
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
で

移
動
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
一

人
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
少
な
く
す
る
た
め
、

あ
ま
り
車
を
使
わ
ず
、
バ
ス
や

自
転
車
で
の
移
動
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
健
康
に
も

良
い
で
す
し
ね
。

一
仕
事
一
片
付
け
の
お
す
す
め

森
澤
蓉
子
さ
ん

　　
こ
れ
は
若
い
頃
先
輩
か
ら
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
台
所
で

調
理
中
に
、
例
え
ば
フ
ラ
イ
パ

ン
で
調
理
し
出
来
上
っ
た
も
の

を
器
に
移
し
、
そ
の
手
で
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
洗
え
ば
、

ま
だ
フ
ラ
イ
パ
ン
が
熱
い
の
で

洗
剤
を
つ
け
な
く
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
す
。
鍋
、
そ
の
他
の

器
具
で
も
同
じ
で
す
。
い
つ
も

流
し
は
す
っ
き
り
、
食
後
の
片

付
け
も
早
く
終
り
ま
す
。
た
め

し
て
み
て
下
さ
い
。

ぼ
か
し
　
　
ル
ン
ル
ン
さ
ん

　
台
所
で
で
る
生
ゴ
ミ
を
土
に

か
え
す
こ
と
30
年
程
に
な
り
ま

す
。「
ぼ
か
し
」
な
ど
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
野
菜
や
花
づ
く

り
に
生
か
し
美
味
し
い
野
菜
、

き
れ
い
な
花
々
を
楽
し
ん
で
、

心
豊
か
な
日
々
!!

流
浪
の
月

　
　
　
　
凪
良
ゆ
う

森
山
捷
恵
さ
ん

　　
両
親
が
い
な
く
な
っ
た
9
才

の
少
女
更
紗
は
伯
母
に
引
き
取

ら
れ
る
。
伯
母
の
家
族
と
の
関

係
が
深
刻
に
悪
化
す
る
。
公
園

で
更
紗
が
暗
く
な
る
ま
で
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
い
る
所
に
一
人
暮

ら
し
の
大
学
生
文
が
「
家
に
来

る
？
」
と
誘
わ
れ
て
つ
い
て
行

く
。
文
は
女
性
に
ま
っ
た
く
関

心
の
な
い
男
だ
っ
た
。

　
更
紗
は
文
の
と
な
り
に
自
分

の
居
場
所
を
み
つ
け
ま
し
た
。

世
間
で
は
誘
拐
の
報
道
が
始
ま

り
、
や
が
て
文
は
逮
捕
。

　
15
年
の
時
を
経
て
再
会
し
た

更
紗
と
文
の
物
語
で
す
。

　
読
ん
で
い
く
う
ち
に
切
な
く

て
二
度
読
み
し
、
映
画
も
み
ま

し
た
。

や
め
る
と
き
も
、

す
こ
や
か
な
る
と
き
も

引
野
律
子
さ
ん

　　
窪
美
澄
（
く
ぼ
み
す
み
）
さ

ん
と
い
う
作
家
が
い
ま
す
。
7

月
に
直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
彼
女
の
作
品
に
「
や
め
る
と

き
も
、
す
こ
や
か
な
る
と
き
も
」

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
化
さ
れ

ま
し
た
か
ら
ご
存
じ
の
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。

　
彼
女
は
こ
の
作
品
の
主
人
公

が
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
町
を
、

松
江
に
設
定
し
、2
回
に
わ
た
っ

て
取
材
の
た
め
に
来
松
し
て
い

ま
す
。

　
文
中
で
、
そ
れ
ま
で
暮
ら
し

た
大
阪
と
比
べ
て
窪
さ
ん
は
松

江
の
印
象
を
「
戦
前
か
ら
激
し

く
変
わ
っ
て
い
な
い
」「
昔
の
日

本
の
面
影
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
た
」「
時
計
の
針
の
進
み
さ
え

も
ゆ
っ
く
り
な
の
で
は
な
い
か
」

「
町
の
雰
囲
気
に
な
じ
む
と

日
々
の
生
活
に
ど
こ
か
ホ
ッ
と

し
て
い
る
自
分
が
い
た
」
な
ど

と
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
是
非
一
読
を
薦
め

ま
す
。

頑
張
り
ま
す

西
谷
幸
子
さ
ん

　　
私
は
八
十
八
才
の
高
齢
者
で

す
。

　
人
生
元
気
で
長
生
き
を
目
標

に
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
病
気
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
で
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
中
止
と
な
り
困
っ

て
い
ま
す
。

　
で
も
私
は
以
前
か
ら
公
民
館

行
事
の
年
に
一
度
の
七
夕
祭
り

の
笹
飾
り
作
り
に
年
中
か
け
て

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
商
店
の
レ
ジ
袋
が
有
料

化
に
な
り
材
料
不
足
で
困
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
区
の
方
々
の

暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
沢
山
の

材
料
を
い
た
だ
き
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
頑

張
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
コ

田
中
国
枝
さ
ん

　
毎
月
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
83
才
に
な
り
物
事

を
ふ
っ
と
忘
れ
、
字
も
思
い
出

せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ク
イ
ズ
の
問
題
で
〝
大
き
な

公
園
の
中
心
な
ど
に
良
く
あ
り

ま
す
〞
の
答
を
〝
ブ
ラ
ン
コ
〞
と

書
い
て
、
何
か
合
わ
な
い
な
ぁ

と
考
え
ま
し
た
。
あ
と
で
フ
ン
ス

イ
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
お
か

し
い
で
す
よ
ね
。
ア
ー
面
白
い
。

ど
れ
も
大
切
必
要
な
こ
と
ば
か
り

日
々
草
　
才
さ
ん

　　
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
う
17
回

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
ネ
。

今
年
も
元
気
で
娘
と
声
掛
け
あ

い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。
ど
れ
も
大
切
、

必
要
な
こ
と
ば
か
り
と
思
い
な

が
ら
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
幼

児
の
ご
と
、
シ
ー
ル
は
り
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
ま
し
た

か
な
づ
ち
婆
さ
ん

　　
9
月
号
の
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば

に
「
夏
の
想
い
出
」
の
題
で
、
コ

リ
さ
ん
の
投
稿
を
読
み
ま
し
た
。

　
父
は
ス
テ
テ
コ
、
母
と
私
は

シ
ュ
ミ
ー
ズ
姿
で
海
水
浴
と
あ

り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
私
達
が
子

ど
も
の
頃
の
親
の
水
着
は
こ
う

で
し
た
。
思
い
出
し
て
ク
ス
ッ

と
笑
い
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

〔
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
の
活
用
〕

ゴ
ー
ヤ
と
ち
り
め
ん

の
お
か
か
和
え若

槻
周
子
さ
ん

　　
材
料
と
分
量
を
全
く
同
じ
に

し
て
作
っ
て
み
た
ら
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
ゴ
ー
ヤ
も
あ
ち

こ
ち
か
ら
い
た
だ
い
て
、
今
ま

で
同
じ
料
理
ば
か
り
だ
っ
た
の

が
違
っ
た
の
が
出
来
て
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
!!

元
が
と
れ
ま
し
た

伊
藤
好
子
さ
ん

　　
今
年
、
娘
と
1
株
だ
け
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
た
ナ
ス
が
大
き

く
育
ち
ま
し
た
。
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
、
ナ
ス
も
た
く
さ
ん

で
き
て
い
ま
す
。
元
が
と
れ
ま

し
た
。

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

岸
本
孝
二
郎
さ
ん

　　
コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
収
ま
っ
て

き
た
の
で
も
う
少
し
ガ
ン
バ
ロ

ウ
！健

康
管
理

狩
野
宮
子
さ
ん

　　
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り

ま
し
た
ね
。
健
康
管
理
に
日
々

気
を
つ
け
た
い
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す
。

●
9
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
シ
ン
コ
キ
ユ
ウ
」 

　図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

219名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

青
木
キ
ミ
子
さ
ん

吾
郷

　純
子
さ
ん

安
達

　
　巌
さ
ん

安
部

　寛
子
さ
ん

石
橋

　昌
彦
さ
ん

浴
賀

　
　一
さ
ん

大
本

　公
良
さ
ん

岡
本

　福
重
さ
ん

勝
部

　千
佳
さ
ん

門
脇
あ
や
子
さ
ん

岸
本

　悦
子
さ
ん

木
村

　雄
一
さ
ん

黒
川

　敦
子
さ
ん

黒
川

　朋
紀
さ
ん

小
池

　宏
子
さ
ん

後
藤

　友
良
さ
ん

小
林

　一
男
さ
ん

小
林
千
佳
子
さ
ん

古
門

　直
枝
さ
ん

坂
本

　真
弓
さ
ん

佐
藤

　倍
子
さ
ん

実
重

　美
樹
さ
ん

鈴
木

　益
彦
さ
ん

高
橋

　保
夫
さ
ん

武
田

　友
美
さ
ん

田
中

　修
子
さ
ん

多
根

　暁
子
さ
ん

恒
藤
恵
美
子
さ
ん

長
岡
キ
ヨ
子
さ
ん

中
西

　
　護
さ
ん

橋
津
雄
一
郎
さ
ん

花
本

　和
男
さ
ん

福
島

　京
子
さ
ん

堀
内

　靖
久
さ
ん

堀
尾

　裕
美
さ
ん

松
浦

　保
彦
さ
ん

山
根

　幸
子
さ
ん

山
根

　昌
芳
さ
ん

山
本

　千
夏
さ
ん

吉
井

　清
子
さ
ん

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

1
　
○
○
○
○
感
激
雨
あ
ら
れ

2
　
２
０
２
７
年
に
開
業
で
き
る
か
？

　
　
○
○
○
中
央
新
幹
線

3
　
ま
ん
じ
ゅ
う
や
ぎ
ょ
う
ざ
の

　
　
詰
め
物

4
　
こ
と
わ
ざ
。
長
所
は
○
○
○
○

5
　
飾
り
け
の
な
い
○
○
○
な

　
　
人
柄
が
好
か
れ
る
理
由
で
す

7
　
地
面
が
振
動
し
て
音
が
す
る
こ
と

9
　
絵
画
や
彫
刻
な
ど


　
引
っ
越
し
の
古
風
な
表
現


　
に
お
い
が
な
い
こ
と
で
す


　
草
木
も
眠
る
○
○
○
○
時


　
濃
く
な
い
墨
の
色


　
親
○
○
○
と
子
○
○
○
が

　
　
同
居
す
る
二
○
○
○
住
宅


　
○
○
○
に
用
心
し
て
戸
締
り

　
　
を
厳
重
に


　
上
司
に
○
○
を
す
る
人

1
　「
金
糸
雀
」
と
書
く
小
鳥

4
　
Ｃ
Ｏ
２
の
Ｃ
と
は
？

6
　
β‒

カ
ロ
テ
ン
を
豊
富
に
含
む

　
　
緑
黄
色
野
菜

8
　
厳
し
く
容
赦
の
な
い
こ
と


　
北
斗
七
星
と
い
え
ば
、
こ
の
形


　
火
事
場
に
集
ま
る
○
○
馬


　
健
康
で
す
。○
○
○
○
息
災


　
学
問
も
見
識
も
あ
る

　
　
○
○
○
○
者
の
意
見
を
聞
く


　
そ
の
道
に
詳
し
い
人


　
飲
酒
の
量
を
減
ら
し
ま
す


　「
冬
の
稲
妻
」「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

　
　
が
ヒ
ッ
ト
曲


　
○
○
○
○
も
で
き
な
い
大
混
雑


　
ゆ
が
ん
で
い
ま
す


　
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

　
　
の
こ
と
で
す

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【9月号の解答】
シンコキユウ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2022年12月31日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、1月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

自
由
投
稿

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

おたより＆
　　作品募集

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
1
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

❸「
生
協
と
わ
た
し
」で

す
。　

ど
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
1
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

❸「
生
協
と
わ
た
し
」で

す
。　

ど
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

佐々木敏栄さん
のイラスト

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
②

　
　
　
　
　「
私
の
お
薦
め
の
一
冊
」で
す
。 

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
①

「
私
の
S
D
G
s
」で
す
。 

お名前には
フリガナを

つけて下さい

塩分（1人分） 1.4ｇ

トマト
春まき

オカラサラダ

❶のこり野菜を細かく切り、めんつゆの
入っただし汁で煮る。

❷オカラを皿に広げ、レンジ（500wで1～
2分）にかける。

❸粗熱のとれた①と②をボウルに入れ、
マヨネーズで和える。

作り方・ポイント
作り方・ポイント 塩分（1人分） 1.8ｇ

すこしおレシピすこしおレシピ2021年度 の紹介の紹介
材料（4人分）

・春まきの皮……………………10枚
・トマト（中）………………………5ヶ
・チーズ…………………………10ヶ
・オクラ…………………………200ｇ

・米酢……………………大さじ3
・水…………………………50ml
・めんつゆ（ストレート）……大さじ2

材料（4人分）

・のこり野菜 （人参、小松菜、玉ねぎ等）…100ｇ
・ドライコーン………………………………１缶
・オカラ……………………………………50ｇ
・マヨネーズ……………………………大さじ3
・めんつゆ（ストレート）………………大さじ1
・シーチキン…………………………………1缶A

★ 3才になる孫に食べさせたく
思い、トロッとしたオクラソー
スを思いつきました。 
減塩にもなるし、ポン酢など
をつけなくても味がしっかり
あるので、好評でした。 

★ 子供たちが好きなコーンを
　入れると彩りも良いですよ。 

❶春まきの皮は冷蔵庫から室温に戻しておく。
❷オクラソースを作る。❸Aの材料をあわせておく。
❹オクラはヘタをとり、湯がいておく。5mm程度の小口切り

にする。Aは水気がなくなるまでオクラを煮て冷ましておく。
❺トマトは薄いくし形、チーズは3等分にする。
❻春まきの皮にチーズ、トマト、オクラソースをのせて、溶かし小麦粉（分量外）でとめる。
❼180℃の油で、色がつくまで揚げる。

組合員さんが考案された
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　〒690-8552 松江市西津田 8-8-10 ホームページ

スマートフォン用サイトはこちらから→
TEL.0852-27-3774　FAX.0852-32-9371 http://www.matsue-hew.jp/
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月号11組合員………………………33,202人
出資金高……… 1,652,354,400円
平均出資金額………………49,767円
機関紙手配り協力員数…… 1,889人
手配り配布数………………12,525部

（9月末日現在）
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新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、
受診の際には患者さま（付き添いの方も含め）の体温測定と問診
票記入をお願いしております。また、ご来院の際にはマスクの
着用にご協力ください。お手数をおかけいたしますが、ご理解と
ご協力をいただきますようお願いいたします。

2 0 2 2 年 11月

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管
禁 煙

曜　日
月

第２水・第４水
水
火

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00
予約制（午後）

（ふれあい診療所3階）

○診療／9：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00（水曜は　～11：30）
予約外／8：00～11：00（水曜は　～10：30）

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野 大学医師

○診療／14：00～（木曜日除く）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30
予約外／13：30～15：00（木曜日除く）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木 金

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循  環  器
不  整  脈

濵　　田 眞　　木 カ黒 谷

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 大 学

眞木高（第3）

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第1・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111へどうぞ。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

「せいきょう強化月間」が始まりました。
今年は「生協創立70周年企画」と銘打って、“多彩”で“楽しい”
支部企画が開催されています。感染対策を取りながら、
元気に楽しく「月間」に取り組みましょう！

※脳神経内科：2022年４月より新患の方の診察を再開いたしました。ただし、
新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。ご了承ください。

※眼科：医師の体制変更に伴い、2022年８月より診療日が火曜日と木曜日
のみとなります。ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田 角 田

大 野
数 森

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻
第4 越田・鈴木
　  山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

山 下

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

眞 木 高
山 下

松 本

大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

（第2）
（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西 角 田

越 田
山 下

鈴 木
（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

《診療予約専用電話》

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

受診時の
お願い

① まだ「組合員でない方」をご紹介ください。

② まだ「だんだん出資をされていない方」は
    ご協力ください。

松江保健生協創立70周年!

新しく「組合員に加入された方」と「だんだん出
資にご協力いただいた方」に70周年記念品を
進呈します！

＊だんだん出資は現金から口座振替の移行や増額も含む
＊期間は2022年9月～2023年3月末まで

☆もれなく右の70周年記念
グッズを進呈！！

キャン
ペーン

創立７０記念うちわトートバッグだんだん煎餅

組合員紹介

だんだん出資
＆＆

松江保健生協は今年創立70周年を迎えます。
「強い体」機関紙編集委員会では、記念企画としてみなさん
からの原稿を募集します。2023年1月号（新年号）より6回の
連載で掲載します。あなたの想い出などお寄せ下さい。

■文字数　500字まで
■〆切り　 2023年2月末日
■採用された方に図書カード（2,000円分）を進呈いたします。
■宛先　〒690-8552 松江市西津田8-8-10
　　　　松江保健生協「強い体」機関紙編集委員会

「生協とわたし」
創立70周年記念企画　原稿募集！

を

た
の
し
く

松江保健生協

創立

70周年

八幡大門支部の「げんきサロン」は今年９月に川上
勝美さんを招いた音楽祭を開催し“元気”に復活し
ました！このサロンが多くの人の出会いや喜びの
場となるようにしていきたいと思います。

９／２９　八幡大門支部　げんきサロン「川上さん音楽会」より
10／13　緑山支部「しまね花の郷 お出掛け交流会」より

10／7　意東支部 すいせん班　「糖尿病」学習会より

もっと気軽に集える場にしたい
緑山支部では出雲の「しまね花の郷」へお出かけしました！当日は
絶好の行楽日和、きれいな花と道の駅でのお買い物で「やっぱり
お出かけはいいわ」とみなさん大満足でした。

楽しかった！お出掛け交流会

意東支部のすいせん班では研修医の長谷川先生を招いて「糖
尿病」についての学習会を行いました。普段は聞けない事も
気軽に質問、先生も丁寧に説明され、みなさん納得の表情。
その後は楽しくおしゃべりし、楽しいひと時となりました。

ようこそ！先生

八幡大門支部

緑山支部

意東支部すいせん班

撮影時のみマスクを外して撮影をしています。撮影時のみマスクを外して撮影をしています。

生協強化月刊（10月～11月）


